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最優秀賞に森脇助教

羽ばたく女性研究者賞

ネ斗学技 氏振
`棗

機構とす Rポー ラン
ド大僅鱚よ、「第 aロユ:Zま た く女性
【魔裁者貰 (マ リア  スクウオ ドフス
カーキ ュリー贅,」 の最優秀黄を索
東大の森協再奈 0'l教 (3と ,(才宙 ,クlttF

2024年 (令和6年)6月 20:](ホ 躍B) ′ 」 l 試  量  新  閤

新発見の彗星 肉限で見える?

今
秋
接
近
「紫
金
山
・ア
ト
ラ
ス
」

限
誠

鞘

説

鰍

巽

経

確
斑

絲

期

議

ガ

‐ヽ 肉

ラ
ス
彗
塁
」
は
、
か
な
り
明
る
く
な
り
そ
う
だ
が

、
彗
塁
の
見
え

方
の
予
測
は
難
し
く
、
フ
ァ
ン
を
が

っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
も
多
い
。

無
撃
に
天
体
シ

ョ
ー
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
一つ

か
。

（
中
田
雪

蒼
子
）

長
周
期

記
録
な
く
予
測
困
難

「
性
同

一
牲
陣
密

」
は

「
挫
別
選

和
」
に
―
―
。
日
本
生
理
学
会
は
今

春

、
研
究
の
現
場
で
使
わ
れ
る
尊
開

的
な
言
葉
を
解
説
し
た

「
生
理
学
用

護

ハ
ン
ド
プ

ッ
ク

」

（
丸
曽
出
阪
）

を
刊
行
し
た

。
牲
的
少

数
者

へ
の
理

解
の
贈
進

に
注
目
が
集
ま
る
な
ど
社

会
の
変
化
涯
踏
ま
え
、
新
た
な
用
語

や
統

一
を
提
言
し
て
い
る
。

（中
換
圭

一
）

生
物
学
的
な
性
と
心

の
性
が

一
致

し
な
い
状
態
は
「
性
目

一
性
障
害

ケ
ｃ

い
う
孤

識
笙
然
く
使
わ
れ

て
き
た
。

し
か
し
、
今
回
の

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

で

は

一
今
後
は

用
い
な
い
ぅ
性
別
不

一

致
は
障
害

，
疾
一痛
で
は
な
い

」
と

説

明
し
、
新

た
に

れ
性
別
連
和
■
や
「
性

別
不
台

」と
い
う
用
語
を
提

示
し
た
。

差
別

に

つ
な
が
る
用
語
も
襲
理
し

た
。
先
天
的
に
中
状
腺
ホ
ル
モ

ン
が

欠
芝
し
て
い
る

こ
と
で
漣
こ
る
療
感

を
指
す

「ク
レ
チ
ン
産
」
に
つ
”
て

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
方
言
で
人
を
義
視

す
る
意

味
が
含
ま

れ
る
た
め

、

ハ
ン

ド
プ

ッ
ク

で
は

「
先
天
佳
甲
状
陳
機

能
低
下
症
」
に
統

一
し
た
。

ハ
ン
ド
プ

ッ
ク
の
編
集
委
員
会
副

筆
員
長
の
理
淵
典
之

・
鮮
馬
大
教
授

（６５
）
（
療
境
生
理
学

）
は

「
情
報
が

氾
濃
す
る
時
代
に
適
切
な
言
葉
が
広

よ

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す

。

生
理
学
は
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・

医
学
黄
の
呼
称

に
も
あ
る
よ

う
に
、

基
礎
医
学

の
根
幹
だ
。
日
本
生
理
学

会
が
出

版
し
た
用
語
集
と
し

て
は
２６

年
ぶ
り
と
な

る
。
体
の
基
本
的
な
機

能
や
仕
組
み

を
解
き
明
か
す

生
理
学

や
周
辺
分
野
の
専
調
用
語
の
う
ち
４

０
０
０
議
超
を
巌

通
し
、
専
門
家
に

よ
る
解
説
を
付
け

て
い
る
。

生
理
学
魅

通
年
、
工
学
や
リ

ハ
ど

リ
テ
ー

シ

ョ
ン
な
ど
異
分
野
と
の
触

社
会
の
変
化
反
映

２６
年
ぶ
り
に
刷
新

合
が
進

る
。
鯉
淵
教
授
は

「
奪
間
用

語
の
意
味
が
理
解
さ
れ

て
い
な

い
た

め
に
、
研
究
者
向
上
の
議
論
が
か
み

合
わ

な

い

こ
と
が

故

見

さ

れ

て
い

た
」
と
指
摘
。

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

の
港

用
が
、
新
た
な
研
究
成
果
に

つ
な
が

る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
判
、
３
２
４
苓
。
税
込
み
６

０
５

０
関
。

「
順
調
な
ら
は
１
等
皇
く
ら
い

の
明
る
さ
に
は
十
分
な
る
」
。
５

月
、
東
京
都
三
層
市
に
研
究
者
ら

が
集
ま

っ
て
開
か
れ
た

一
彗
寧
会

議

」
で
、
埼
玉
県
の
ア
マ
チ

ュ
ア

天
支
家
で
高
校
教
員
の
鈴
木
支

二

さ

ん
は
力
を
込
め
た

。

議
題
に
上
が

っ
た
の
は
２

０
２

３
年
１
月
、
木
星
よ
り
も
遼
い
場

明
け
方
の
束
の
空
、

１０
月
中
旬
か

ら
は

夕
方
の
西
の
空
の
、

い
ず
れ

も
低
い
位
霞

に
見
ら
れ
そ
う
だ

。

彗
星
の
本
体
に
あ
た
る

「
骸

」

は
自
径
数
す

。
″
～
数
十
計

・
Ｖ

で
、
氷
と

チ
，

が
混
じ

っ
て

で
き

た

一
汚
れ
た
雪
だ
る
ま

」
に
例

え

ら
れ
る
。
先
端
の
ぼ
ん
や
り
と
輝

く
部
分

は

「
コ
マ
」
と
呼
ば
れ
、

気
体

（
ガ

ス
）
に
な

っ
て
広
が
り
、

明
る
く
見
え
る
。

罵
は
大
き
く

２
糠
類

あ
る
。
「
ダ

ス
ト
の
尾
」
は
核
を
飛
び
出
し
た

チ
リ
が
広

が

っ
た
も
の
。　
一
方
、

「
イ
オ

ン
の
尾

」
は
ガ

ス
が
太
陽

の
紫
外
線
な
ど
の
影
】
で
イ
オ

ン

化
し
た
も

の
で
、
淡
い
筋
の
よ
う

に
見
え
る
。

彗
望
の
観
測

・
搬
影
を
調
年
以

上
続
け
る
和
歌
山
市
の
津
村
光
則

さ
ん
は

「
今
回
の
彗
屋
は
、
既
に

ダ

ス
ト
の
尾
が
見
え
て
い

て
一Ｌ
派

な
姿
に
な
り
そ
う
、

通
常
は
見
え

に
く
い
イ
オ

ン
の
屋
の
観
測
も
楽

し
み
だ

」
と
期
待
す
る
。

た
だ
、
彗
墓
の
明
る
さ
を
正
確

に
彰
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
太

鶴

こ
逓

付
い
た
際

に
購
嬢
し
た
ア

イ
ツ

ン
磐
星
な
ど
、

「
大
彗
星

」

と
期
待
さ
れ
な
が

ら
残
念
な
結
果

に
終
わ
る
こ
と
も
し
ば

し
は
だ
。

太
陽
系
の
材
料

難
し
さ
の
理
由
は

い
彗
塁

の
個

性
が
建
か
だ
か

ら
」
と
鈴
木
さ
ん

は
蒸
す
。
核

の
水

の
主
成
分
は
水

だ
が
、　
一
酸
化
炭
素
や

二
酸
化
炭

素
、
メ
タ

ン
な
ど
も
徹
盤

に
含
ま

れ
、
こ
う
し
た
細
成
の
違
い
が
明

る
さ
に
影
響
す
る
の
だ
と
い
う
。

彗
星
は

７６
年
周
鶏
で
太
陽
の
周

り
を
回
る

ハ
レ
ー
彗
里
が
有
名
だ

が
、
今
回
の
彗
理
は
間
期
が
数
万

年
以
上
と
み
ら
れ
る

「
長
同
期
彗

星
」
で
、
過
去

の
観
測
デ
ー
タ
が

な
い
。
組
成
や
姦
面
の
状
態
も
不

明
で
、
予
測
は
よ
り
難
し

い
が
、

だ
か
ら

こ
そ
質
重
な
観
測
タ
ー
ダ

ッ
ト
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

「
太
賜

系
の

剖
材
料
』
を
明
ら

か

に
す
る
手
が
か
り

に
な
る
」
と

長
同
期
彗
塁
は
、
氷
な
ど

で
で

き
た

天
体
が
あ
る
と

さ
れ
る
太
陽

系
の
果
て
の
領
域

一‐オ
ー
ル
ト
の

祭
」
か
ら
や

っ
て
き

た
と
考

え
ら

れ
る
。
人
類
が

こ
れ
ま
で
探
査
し

て
き
た
小
議
皇
な
ど
は
太
陽

の
熱

な
ど

の
影
響
を
受
け

て
変
質
し
て

い
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
未
知
の

彗
塁
な
ら
、
太
賜
系
誕
生
時
の
材

料
を

一
冷
凍
保
存
」
し

て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。

符
ち
構
え
探
査

彗
嘉

へ
の
探
査
計
画
も
進
む
。

あ
ら
か
じ
め
探
査
鵜
を
打
ち
⊥
げ

て
お
き
ミ

良

い
条
件
の
彗
星
が
現

れ
る
ま
で
学

奮
で
待
機
さ

せ
る
作

戦
だ
。
欧
州
宇
曽

機
関

〈
Ｅ
Ｓ
Ａ
）

が
主
導
、
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機

構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
や
京
避
大
も
参

画
し
、
５
年
後
の
石

ち
上
げ
を

日

誓

。
彗

果
が
見

つ
か
る
と
、

コ
マ
に

突
入
し
て
子
機
２
桧
を
分
離
。
親

機
と
と
も
に
核

に
５
０
０
～
１
０

０
０
計

・
ア
ま
で
近
づ
き
、

コ
マ

の
ガ

ス
の
分
析
な
ど
を

行
う
。
子

機
の
う
ち

ｌ
機
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
運

用
す
る
。

重
要
な
の
は
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
建

走
だ
。
待
機

点
か
ら
彗
量
の
軌
逹

に
向

か
う
の
に
半
年

～
数
年
か
か

る
と
し
て
、
「
良
い
彗
皇
」
を
あ
ら

か
じ
め
翼
種
め
る
必
要
が
あ
る
。

想
イ

ン
ト

に
な
る
の
は
、
や
は

り
明
る
さ
だ
。
活
発

に
ガ

ス
を
出

し
て
輝
い
て
い
れ
ば
観
測
し
や
す

い
。
予
測
通
り
の
明
る
さ
に
な

る

か
ど

つ
か
。
紫
金
面

・
ア
ト
ラ
ス

彗
里
の
動

向
は
、
今

後
の
彗
軍
探

査
に
お
い
て
も
護
要
な
ヒ

ン
ト

に

な
り
そ

う
だ
。

「
性同一性障害」「性別連和ょに改めて

生
理
学
用
語
集
学
会
が
刊
行

１
等
星
並
み
？
　
理
欝
酔
籐
綺
経
掛
鞘
鶴
縣
樋
迂
糠
纏

舞
縄
輸
産業
お
毘
秀

学 )に 授与とフた。
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・ トロン

ト大の三谷様ヨ
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Φ トロピカルフルーツC〉 一つぐfお

粂さんの策いな果物はJと いうな
でなをでおなじみ ?
⑤エレの入
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4こ 「三十tlt組 」は二の票夕の品種
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VOICE
writing padて 友と文通

⑭距球tよ この問りを公転しよす

の __a tOp(こ まを回す)

のミツを集める閣き苦

てタテのカキ>

の経る、籠む

oFan__(族 気,と なる,

10Ⅲfttr __で はるかゝ速くに,

al歯森や長野ボ名産地の果物
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の トロとカルフルーツの一つ。「太
陽のタマゴJと いうプラン もヽあ
つまするこれをl文 うプ llシ もあり

のしょっぱい水がいっよいある
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英 語 ク ロ ス ワ ー ド 第 十016回

☆
丸
山
い
す
み
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熙
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女
皇
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群
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髄
市
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士
曽
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い
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井
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〓
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筆
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第
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露
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オ
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ヽ
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柳
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区
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霞
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区
）
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熊
本

蔦
理

（
神
奈
川
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禁
ａ
市
）
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な りました (東京部八モ子市 倒′″■′ム`

>その管、父の日のプレセント〔お1
媛 Opmerを 買いました。様かしい
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OSIOの 白夜見たい

>0■lCの凝は白凍がとてもきれい
とI蜀 きました。見たいでする (機浜市

tomato,始 なりの形がかオlい いでサ

stro日 erで孫と公園ヘ

`W4し
ました (同目黒Fと・洋田修―熊

「
夕管、カナタで野 tの elkを 見た

ことを思い出しました (千葉黛潮安市

・ 三コマ寵子―主婦 )   (破 協ヽ建 )

英
語
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
応
馨
台
紙

（第
８‐６
回
）

郵 栞

コメント霞

【応事の方法】

レビ透れが,いそする (東京都1■田を

併獲旨よりも手釈′「テJが ,|き
'子

の

で、砕の良い友人とはいつも10～ 15敬

l″ ▼riし ,コg pad〔 字を書かなくな
って10年以上|こなります。草字をふれ

そうです (紳泰,・Ц藤沢市・前川沙里
―と社員 ,

シ遼米した折、
'he Statue orし10ertyィォジ中の臨臓を上りました (北

,1"1市 八輻西区・吉里二主―気l麒 )


